
社会・地理歴史・公民における一人一台端末を活用した授業案 

 

校種・学年 

分野（科目） 

中学校・ 

公民的分野 
単元名 市場経済の仕組みと金融 

 

育みたい社会的事象について 

調べまとめる技能 
一人一台端末活用の効果 使用するアプリ 

【情報を読み取る技能】 

・学習上の課題の解決につながる情報を読

み取る 

情報の可視化と操作によって、

市場価格の仕組みを効果的に理

解することができる 

Google warkspace 

 

★一人一台端末を活用する場面 

授業の概要 
市場価格と価格の決まり方について、需要量・供給量・価格の関係について理解

し、希少性と価格について考える   

学習内容・活動 一人一台端末の活用ポイント 

①需要量と供給量について、トマトを例に価格毎のシミュレーショ

ンを行う。 

 

②需要量と供給量を表す曲線の交点が均衡価格（市場価格）である 

ことを読み取る。 

 

③条件を変えて、需要量や供給量が変化する場合をシミュレーショ 

ンする。 

 

 

 

 

④希少性と価格の関係について、自分の言葉でまとめてみる。また 

は、グループで話し合いながらまとめる。 

・情報を正しく読み取り、イ

ラストをグラフ上に並べるこ

とによって可視化できる。 

 

 

 

・需要曲線や供給曲線を移動

させながら、需要量や供給量

の変化が市場価格にどのよう

な影響を与えているのか、考

えを述べる。 

 

★使用する教材など 

スライド（需要と供給） 

 



①需要量、供給量のそれぞれが価格とどのような関係にあるか、イラストを操作して、概要を捉え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②需要曲線（供給曲線）を①のイラストに合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③②の需要曲線と供給曲線を重ね合わせ、交点が市場価格（均衡価格）であることに気付かせる。そ 

の後、需要量や供給量の変化が市場価格に与える影響について、需要曲線や供給曲線を操作しなが 

ら、価格の変化について考察する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④希少性と価格にどのような関係があるか自分の言葉でまとめたり、グループで話し合ってみる。 


